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【調査結果の概要】

１ 平成21年産水稲の作付面積（子実用）は162万1,000haで、前年産並みとなった。

また、主食用作付見込面積は、159万2,000haが見込まれる。

２ 10月15日現在における水稲の作柄は、北海道では不稔もみの発生に加え、低温

傾向で推移していることから、登熟不良となったものの、都府県では９月以降お

おむね天候に恵まれ、登熟はおおむね順調に推移したことから、全国の10ａ当た

り予想収量は522㎏（作況指数98）が見込まれる。

３ 以上の結果、予想収穫量（子実用）は846万6,000ｔが見込まれる。

また、主食用作付見込面積に10ａ当たり予想収量を乗じた予想収穫量(主食用）

は831万1,000ｔが見込まれる。

この統計調査結果で使用している統計表は、以下のアドレスからデータとしてご利用いただけます。
【 http://www.maff.go.jp/toukei/sokuhou/data/suitou_091015/suitou_091015.xls 】

○ 作付面積（子実用）とは、青刈り用の面積を除いた面積である。

○ 主食用作付見込面積とは、作付面積(青刈り面積を含む）から、生産調整カウントとなる米穀等（加工

用米、新規需要米等）の面積を除いた面積（見込み）である。

○ 作況指数とは、10ａ当たり平年収量に対する10ａ当たり予想収量の比率である。

○ この調査は、収穫を終えた地域では刈取り実測により行ったが、一部収穫を終えていない地域ではもみ

数、登熟状況等を実測し、その後の登熟については気象が平年並みに推移するものとして推定する方法に

より行った。したがって、今後の気象条件により作柄は変動することがある。

図 全国農業地域別10ａ当たり予想収量（10月15日現在）

水稲の10ａ当たり予想収量は522kg(作況指数98）の見込み
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【関連するデータ、情報】

◎ 水稲調査結果の利活用

・ 「主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律」に基づき毎年定める
こととされている米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針及び米穀
の需給見通しのための基礎資料

・ 集荷円滑化対策において、過剰米数量算出の必要性の判断及び過剰米
数量算出のための基礎資料

・ 「食料・農業・農村基本計画」における生産努力目標の策定及び達成
状況の確認のための基礎資料

・ 農業災害補償法に基づく農作物共済事業において共済基準収穫量算定
のための基礎資料

・ 水田・畑作経営所得安定対策（品目横断的経営安定対策）の推進のた
めの資料

◎関連データ

累年表

水稲（子実用）の年次別推移（全国）　

年   産 作 付 面 積
10ａ当たり
収　　　量

収　穫　量
作　況
指　数

10ａ当たり
平 年 収 量

ha kg t kg 

昭.54　 2 468 000   482 11 898 000   103   466 
55　 2 350 000   412 9 692 000   87   471 
56　 2 251 000   453 10 204 000   96   474 
57　 2 230 000   458 10 212 000   96   477 
58　 2 246 000   459 10 308 000   96   478 
59　 2 290 000   517 11 832 000   108   479 
60　 2 318 000   501 11 613 000   104   481 
61　 2 280 000   508 11 592 000   105   484 
62　 2 123 000   498 10 571 000   102   487 
63　 2 087 000   474 9 888 000   97   490 

平.元　 2 076 000   496 10 297 000   101   492 
 2　 2 055 000   509 10 463 000   103   494 
 3　 2 033 000   470 9 565 000   95   497 
 4　 2 092 000   504 10 546 000   101   498 
 5　 2 127 000   367 7 811 000   74   499 
 6　 2 200 000   544 11 961 000   109   499 
 7　 2 106 000   509 10 724 000   102   501 
 8　 1 967 000   525 10 328 000   105   502 
 9　 1 944 000   515 10 004 000   102   504 
 10　 1 793 000   499 8 939 000   98   507 
 11　 1 780 000   515 9 159 000   101   512 
 12　 1 763 000   537 9 472 000   104   518 
 13　 1 700 000   532 9 048 000   103   518 
 14　 1 683 000   527 8 876 000   101   522 
 15　 1 660 000   469 7 779 000   90   524 
 16　 1 697 000   514 8 721 000   98   525 
 17　 1 702 000   532 9 062 000   101   527 
 18　 1 684 000   507 8 546 000   96   529 
 19  1 669 000   522 8 705 000   99   529 
 20  1 624 000   543 8 815 000   102   530 

資料：農林水産省統計部『作物統計』
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【調査結果】

１ 平成21年産水稲の作付面積（子実用）は162万1,000haで、前年産並みとなった。

また、主食用作付見込面積は、159万2,000haが見込まれる。

２ 10月15日現在における水稲の地域別の作柄は、北海道では、全もみ数はやや多く

なったものの、７月中・下旬の低温等の影響による不稔もみの発生に加え、低温傾

向で推移し登熟不良となったことから、10ａ当たり予想収量は475kg（作況指数89）

が見込まれる。

東北では、７月中旬から８月上旬にかけて日照不足等に推移したものの、その後

おおむね天候に恵まれたことから、10a当たり予想収量は557kg（同100）が見込ま

れる。

中国、四国及び九州では、全もみ数はおおむね「やや少ない」ないし「平年並み」

となったものの、９月以降おおむね天候に恵まれ、登熟がおおむね平年を上回ると

見込まれることから、中国は10ａ当たり予想収量512kg（同99）、四国は483kg（同

100）、九州は506kg（同101）が見込まれる。

その他の地域では、全もみ数はおおむね「やや少ない」ないし「平年並み」、登

熟はおおむね「やや良」ないし「平年並み」と見込まれることから、北陸は10ａ当

たり予想収量528kg（同99）、関東・東山は531kg（同99）、東海は485kg（同96）、

近畿は499kg（同98）が見込まれる。

この結果、全国の10ａ当たり予想収量は522kg（同98）が見込まれる。

３ 以上の結果、予想収穫量（子実用）は846万6,000ｔが見込まれる。

また、主食用作付見込面積に10ａ当たり予想収量を乗じた予想収穫量(主食用）

は831万1,000ｔが見込まれる。

対　差 対 比 対　差 対 比

ha ha ％ kg t t ％ ha t kg

1 621 000 △ 3 000   100   522 8 466 000 △ 349 000   96 1 592 000 8 311 000   530   98 

北 海 道  114 400 △  200   100   475  543 400 △ 104 100   84  112 500  534 400   535   89 

東 北  416 700  700   100   557 2 322 000 △ 52 000   98  405 900 2 262 000   557   100 

北 陸  210 000  200   100   528 1 108 000 △ 36 000   97  201 400 1 062 000   533   99 

関東・東山  299 500 △  900   100   531 1 591 000 △ 52 000   97  295 700 1 570 000   534   99 

東 海  104 500 △  900   99   485  506 400 △ 30 200   94  103 600  502 500   503   96 

近 畿  110 500 △  300   100   499  551 800 △ 25 700   96  109 400  546 100   508   98 

中 国  116 900 △  300   100   512  598 200 △ 24 700   96  116 200  594 500   517   99 

四 国  58 100 △  200   100   483  280 500 △ 16 600   94  58 000  280 500   484   100 

九 州  189 800 △  800   100   506  961 300 △ 7 400   99  188 600  955 800   502   101 

沖 縄   940 △  70   93   317  2 980 △  180   94   938  2 970   309   103 

表　平成21年産水稲の作付面積及び予想収穫量（10月15日現在、全国農業地域別）

予想収穫量
（子実用）
③＝①×②

前 年 産 と の 比 較

参　　　考

作況指数
⑦＝②／⑥

作 付 面 積
（子 実 用）

①
全国農業地域

10ａ当たり
予想収量

②

前 年 産 と の 比 較

　　３　予想収穫量（子実用）及び予想収穫量（主食用）については都道府県ごとの積み上げ値であるため、表頭の計算は一致しない場
　　　合がある。

注：１　作付面積（子実用）とは、青刈り用の面積を除いた面積である。
　　２　主食用作付見込面積とは、作付面積(青刈り面積を含む）から、加工用米、新規需要米等の面積を除いた面積（見込み）である。

10ａ当たり
平年収量

⑥

予想収穫量
（主食用）
⑤＝④×②

主食用作付
見込面積

④

全 国
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